
1. 序  ⻑江下流域、太湖周辺に点在する江南古鎮は、
中国の伝統的な⽔郷町の代表的存在である。これら古鎮
では 1980 年代後半以降画⼀的な観光開発が進み、⽣活・
⽂化環境の破壊が懸念されている。⼀⽅、その中で地理
的に離隔され、独⾃の歴史的産業を持つ新場古鎮には、
今もなお伝統的な街並みやそれと共存した⽣活様式が残
されており、過度な開発を免れてきた特徴的な古鎮であ
るといえる。こうした古鎮の観光体験に関する情報は中
国国内だけでなく⽇本のソーシャルメディア上の投稿に
おいてもみられ、その内容からは各古鎮の観光体験の特
徴を読み取ることができる。そこで本研究では、旅⾏情
報サイト上に投稿された江南古鎮に関する⽇本語投稿の
⾔語内容を分析することで、新場古鎮におけるイメージ
の特性を明らかにし、また中国語による SNS 投稿を対
象資料とした先⾏研究 1) を踏まえ、⽇中間におけるイ
メージ特性の違いを明らかにすることを⽬的とする。
2. 構成要素と価値属性  本研究では旅⾏情報サイト 2)

上に寄せられた、新場を含む 11 の江南古鎮（図 1）に
関する投稿 3) を対象とし、投稿の内容を意味段落に分
節した（表 1）。資料とした投稿には、観光客が⽴ち寄っ
て感銘を受けた場所や、印象に残った体験などの記述が
みられ、古鎮の観光体験において特徴的な空間構成や魅
⼒を捉えることができる。例えば図 2 の⻄塘 107-4 およ
び 新場 44-15 の分析例では、古⺠居が⽔路沿いに建ち
並ぶ景観に感動した体験や、⽔辺の⽯駁岸（⽯造りの護
岸）や橋に歴史的価値を⾒出す様⼦が読み取れる。そこ
で意味段落ごとにこのような「景観」や「⽯造りの護岸」
などを古鎮の観光体験のイメージを形成する主となる構
成要素として抽出し、「⽔路沿い」や「⽔辺」などを構
成要素と⽔との関わりを⽰す語句（以下⽔要素）として
整理した。さらに「素晴らしい」「何百年前から変わら
ない」「完全な形で保存されている」といった構成要素
に付随する価値表現も併せて検討した。
2-1. 構成要素と⽔要素  構成要素を景観や建造物な
どに関する《空間》、⼈々の⾏動に関する《活動》に⼤別し、
それらを〈地理的位置〉〈街並み〉〈⼟⽊構築物〉〈建物〉

図 1. 対象とする古鎮の位置関係

※（）内は⽔要素数図 3. 構成要素の分類と⽔要素

表 1. 総資料数

図 2. 分析例

※（）内は中国語投稿における資料数図 4. 価値属性の分類

ソーシャルメディア上の投稿の⾔語内容にみる新場古鎮に関するイメージの⽇中間⽐較
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【凡例】
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〈屋外構築物〉と〈⽣産物〉〈イベント〉に分類した（図 3）。
特に橋から⾒た景観や街路空間を⽰す〈街並み〉、古⺠
居やお店、うだつや⽡などの建築部位に関する〈建物〉、
そして地元の⼈々の⽣活の⾒学や観光ツアー等の体験を
⽰す〈イベント〉が多くみられた。また、⽔要素を伴う
構成要素の割合を図3右側に⽰した。特に〈街並み〉や〈⼟
⽊構築物〉〈イベント〉において⽔要素との関連が多く
みられ、⽔路と⼀体化した建築群が織りなす［景観］や
⽔路を横断するための［橋］、⽔辺に降りる［階段］、船
で⽔路を遊覧する［体験］などがある⼀⽅、［⾷品］や［⼯
芸品］などの〈⽣産物〉においては少数にとどまった。
2-2. 価値属性  次に、構成要素を価値付ける表現を
価値属性として抽出し、その内容を検討した ( 図 4)。そ
の結果、価値属性は観光の利便性、快適性を⽰す｟基本
価値｠と、観光者の体験により得られる魅⼒や優位性を
⽰す｟付加価値｠に⼤別でき、さらに後者を主観的な嗜好
や味覚、嗅覚などの五感に基づく感情の機微を表す【感
覚】、古鎮の歴史や特産品などの⽂化を表す【⽂化】、地
元住⺠や観光客同⼠の関わりを⽰す【交流】に分類した。
2-3. 構成要素と価値属性  構成要素と価値属性の組
合せを整理し、古鎮ごとにその関係を検討した（図 5）。

構成要素の《空間》《活動》と付加価値の【感覚】【⽂化】
の全体平均に対する割合から、〔空間・⽂化型〕〔複合型〕〔空
間・感覚型〕〔活動・感覚型〕〔活動・⽂化型〕4) の 5 つ
に⼤別したところ、中国語投稿では〔空間・感覚型〕に
該当する古鎮が最も多かったのに対し（図 5 下部）、⽇
本語投稿においては〔空間・⽂化型〕が最多となった。
これより⽔路の景観などによる感覚的魅⼒が観光価値の
中⼼とされる中国に対し、⽇本では保存された街並みや
特産品などの⽂化的価値が重視されるという⽇中間の差
異が読み取れる。⽇本語投稿において新場は〔空間・⽂
化型〕に該当しており、また古い街並みと⼀体化した⽣
活の様⼦への⾔及が多くみられる。それに対し中国語投
稿においては〔活動・感覚型〕に分類され、⺠居下層階
の飲⾷店での⾷べ歩きなど感覚的価値が注⽬されてお
り、対照的な結果となった。また⽇本語投稿において〔複
合型〕は⻄塘のみが該当し、宿泊して⾷事を満喫し、早
朝の静謐な街並みを楽しむといった、《活動》《空間》双
⽅への⾔及が多くみられ、観光向けに整備の進んだ古鎮
として受容されていることが読み取れる。〔活動・⽂化型〕
は周荘のみであり、観光開発の進展と⽂化的価値の共存
が相対的に優れた古鎮であると評価できる。

図 5. 構成要素と価値属性
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3. 差異化表現  資料とした投稿には「幾つか⽔郷古
鎮を訪れたがこれほど⽴派な船着き場は初めて」といっ
た、他の古鎮との⽐較によりその特徴を強調する表現が
みられた。それらを差異化表現として抽出し、その内容
を検討したところ、他ではみられない特徴を⽰す｛独⾃｝、
他の古鎮と⽐べ質、量的に優れていることを⽰す｛優位｝、
他の古鎮と似た性質を⽰す｛類似｝の 3 つに⼤別できた。
さらにそれらの割合および前章で検討した古鎮の型を⽇
中それぞれ古鎮ごとにまとめ、⽐較対象と併せて⽰した

（図 6）。⽇中双⽅において｛独⾃｝が最も少なく、｛優位｝
が最多であるのは同様で、訪れた古鎮それぞれにおける
優位性を⾒いだす傾向があるといえる。また、中国語投
稿では地理的に近い同⾥、錦渓、周荘に差異化表現が集
中し、⽐較対象もこれらについて相互にみられたのに対
し、⽇本語投稿では投稿数の多い⻄塘、烏鎮、周荘、同
⾥といった主要な⽔郷古鎮へ差異化表現と⽐較対象が集
中し、さらに⽇本の柳川や⻑良川、ベニスなど中国の⽔
郷古鎮以外の対象との⽐較がみられた。また⽇本語投稿
において、「江南六⼤⽔郷古鎮のひとつ」といった観光
ブランド的分類を⽰す記述がみられたことから、差異化

表現とは別に抽出し、図 6 に併せて⽰したところ、差異
化表現の集中する⻄塘、烏鎮、周荘、同⾥のすべてにお
いてこのような記述がみられ、⽇本⼈が観光する古鎮を
選択する際の参考情報になっていると推察される。さら
に⽇本語投稿で差異化表現の多い代表的な古鎮から順に
みていくと、周荘では、他の古鎮と⽐較して⽇中双⽅で
相対的に｛独⾃｝が多くみられる。これはいずれにおい
ても周荘のみが〔活動・⽂化型〕に該当し、最も早くか
ら歴史的街並みの保存と観光開発が進められた成熟した
古鎮に独⾃性が⾒いだされていると考えられる。次に同
⾥では甪直同様｛類似｝が相対的に多く、⽔路脇に⼟産
物店や飲⾷店が⽴ち並ぶ景観など、江南⽔郷古鎮に共通
する特徴が注⽬されているといえる。最後に新場は、｛優
位｝が⼤半を占めるものの｛独⾃｝が相対的に多く、ま
た｛優位｝の⽐較対象に関しても、図中⽔⾊の⽮印の集
中が⽰すように、⻄塘や烏鎮、周荘、同⾥に多くみられ
る他の古鎮との相互⽅向の⽐較がみられなかった。この
傾向は中国語投稿においても同様で、⽇中双⽅において
新場は独⾃性が評価され、さらに⽐較対象として⾔及さ
れることの少ない独⽴的な存在であるといえる。

図 6. ⽇本語投稿と中国語投稿における差異化表現の⽐較

※（）内は中国語投稿における資料数
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江南古鎮に関する SNS 上の投稿の⾔語表現からみた新場古鎮のイメージの特性 ( 張 , 2025)
旅⾏情報サイトのうち、旅⾏者の投稿から新場古鎮に関する観光体験の内容が充分にみ
られた Tripadivsor、4travel レビュー、 4travel 旅⾏記を扱う。
2022 年に世界遺産暫定リストに登録された⻄塘、錦渓、烏鎮、新場、甪直、周荘、同
⾥、震沢、沙渓、恵⼭、黎⾥古鎮において、新場古鎮の最も古い投稿に合わせ、 旅⾏⽇
が 2008 年 1 ⽉以降でかつ投稿⽇が 2025 年 9 ⽉以前の観光客の実体験に基づく内容が
⾒られた⽇本語による投稿 758 件を分析対象とする。
既往研究では〔活動・⽂化型〕がみられなかったが内容を再度精査し、新たに追加した。
2025 年 9 ⽉に新場古鎮を視察した際、 再度集計を⾏った。

【凡例】
日本語投稿 :
中国語投稿 :
日中の投稿 :

10 回

点の色分け 回数（円面積）

5回

1回

【凡例】

4. 新場における撮影地点の分析  本章では新場に関
する投稿に付随する写真を対象に、その撮影地点の分布
特性と撮影対象の種類を分析し、⽇中間で⽐較を⾏う。
投稿からは図 7 の分析例のように、⽂章内容を参考に写
真資料の地点を特定することができ、2008 年から 2025
年の 18 年間で 127 個、計 215 地点が抽出された。なお
中国では 2021 年から 2024 年の 4 年間で 51 個、計 129
地点が抽出された 5)。次に抽出された撮影地点を、2 章
の構成要素《空間》の細⽬に応じて種類を整理したとこ
ろ（図 8）、⽇中ともに〈建物〉への⾔及が多く、中国
語投稿では飲⾷店が⼤半を占めたのに対し、⽇本語投稿
においては、⽂化財である⺠居やレストラン、カフェな
どの飲⾷店、果物屋や家電修理店などの地元住⺠を顧客
とする店、⼩中学校や消防署等の公共施設など多岐にわ
たって⾔及ががみられた。また、⽇本語投稿では⾨や橋
などの〈⼟⽊構築物〉も〈建物〉の次に多く⾔及された。
 さらに撮影地点の⾔及回数と撮影対象の種類を併せた
⽇中の結果を地図上にプロットした（図 9,10）。先⾏研
究において、時代を下るにつれて観光開発の進展に伴い
撮影地点の分布が南側に広がる傾向が指摘されていたの
に対し、⽇本語投稿においては、南だけでななく東⻄に
おいても広域に分布していることが読み取れる。⽇本に
おいて、新場は⽣活と⼀体化した様相を享受する古鎮と
して捉えられているという前章までの結果と併せて考察

すると、⽇本⼈は過度な開発の及んでいない部分も含め
て街全域を散策していると考えられる。また図 10 で、
中国語投稿においては〈建物〉の［お店］の中でも特定
の飲⾷店が幾度も⾔及される傾向にあったのに対し、⽇
本語投稿で複数回⾔及される地点は古くからの〈⼟⽊構
築物〉の［橋］や〈建物〉の［⺠居］などの空間要素が
多数であった。これより、⼈気店を訪れて⾷べ歩きを楽
しむ観光体験が中⼼である中国に対し、歴史的な建造物
などからなる景観を享受する観光体験を重視する⽇本と
いう、観光における志向の差異が捉えられる。
5. 結論  以上、旅⾏情報サイト上に寄せられた江南
古鎮に関する⽇本語投稿を対象に、その構成要素と価値
属性、差異化表現から古鎮ごとのイメージ特性を検討し、
先⾏研究をもとに⽇中間⽐較を⾏った。その結果、新場
において、⽇本では⽣活と⼀体化した環境の⽂化的価値
が強調されるのに対し、中国では⾷を中⼼とする感覚的
価値が注⽬されるという対照的な傾向を明らかにした。
さらに⽇中双⽅において新場に関する差異化表現は⼀⽅
向に限定されており、観光価値の焦点は異なるものの、
他の古鎮とは差別化された特性を捉えることができた。
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図 10. 撮影地点の種類と頻度の分布（地図抜粋）図 9. 撮影地点の⽇中間⽐較図 8. 撮影地点の種類

図 7. 写真の分析例


